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緒 言

前 回実 験1)に おいて マ ウスに対 し病原性,毒 力の と

くに顕著 であつた8(2)お よび230号 株 の両菌株 につい

てさ らにやや詳細に その病原性の検討 を行なつ た。

実 験

〔実験 その1〕8(2)号 株の病原性,毒 力

A.　静脈 内接種(1mg)

1mg/0.2ml拡 生理食塩水菌液 を作 り,20匹 の 体重

20g前 後の均一系H系 マウスの尾静脈 内に接種 した。

接種当 日お よび1,2,3,4週 後 にそれぞ れ3匹 宛 を

屠殺 し,ま た途中弊死 した もの はその都度肺,肝,脾,

腎の肉眼 的変化 と同時にそれ らお よび心血 の塗抹標本 に

つ いて菌所見 を検討 した。 また定量培養に よつて臓器内

の菌数 の消長 を追求 した。 接種1,2週 後 には臓器所見

はなかつ たが3週 後には屠殺3匹 いずれ も両腎に4～

6コ の粟粒大内外の灰黄色膿瘍 を証明 した。 さ らに4週

後 ては屠殺3匹 中2匹 の肝 お よび 腎に3週 後 と同様

3-6コ の粟粒大の膿瘍 をみ た。当 日の塗抹染色標本中

表1 8(2)号 株1mgマ ウスi.v.

心血 お よび各臓器 に相 当数の菌 を証 明 し,つ いで1,2

週後 にはすで に心血 中には証 明で きなか つたが各臓器 に

は少数 を,さ らに3週 後 には1,2週 後 に比 し菌数 の

増加の傾 向を認 め,こ とに腎において顕著 であつた。4

週後にな ると臓器中の菌数は減少 した。 定量 培養に よる

臓器中の菌数の消長については,ま ず当 日の心血中には

相当数の菌 を証明 したが1週 後 には全 く消失 した。肺,

肝,脾 においては表1に 示す よ うに1週 後か ら3,4

週 と経過す るに従 い漸次減少 したが,腎 の みは当 日,1,

2,3,4週 と もに常 に多数の菌 を証明 した。途中18日

後に死 亡した1匹 は肺に強度の充 血が あ り肝,脾,腎

に粟粒大膿瘍を数 コ宛生 じ,そ れ らの塗抹標本中には相

当数の菌を証 明 した。 各臓器中の菌はその大多数が細 胞

外に,少 数が細胞 内にみ られた。

B.　腹腔 内接種(1,0.1mg)

1mg/0.5mlお よび0.1mg/0.5ml生 理食塩水菌

液 を作 り,そ れぞれの菌液 を20匹 のマウス腹腔 内に接

種 した。3,5,7お よび10週 後 にそれぞれ4匹 宛 を

屠殺 し,ま た途中整死 した ものは その都度肺,肝,脾,

腎の肉眼的変化 と同 時に それ らの塗抹標本について菌所

見 を検 討 した。1mg接 種では1週 間以内に5匹 が死

亡 し,こ れ らすべてにおいて肺の充血 が著 明で,そ の う

ちのあ るものは肝,脾,腎,腸 間膜,腹 膜 面等におのお

の数 コの粟粒大～ 米粒大の灰黄色 膿瘍 をみ,こ れ らの塗

抹標本 中に相 当数 の菌を証 明 した。3,5週 後 には1mg

接種 はすべ て肺 に軽度 の充血 をみ肝,腎,腸 間膜お よび

腹膜 面に数 コの粟粒大膿瘍 を,0.1mg接 種 ではただ単

に肝 に1～ 数 コの粟粒大膿瘍 をみたのみで あつ た。7週

後に は1mg接 種で は腸間膜,腹 膜面に粟粒大 内外の

膿瘍 を数 コみ たが,0.1mg接 種では肉眼的変化はなか

つ た。 各臓器の塗抹標本に よる 菌染色 所見は1mg接

種では3,5週 後には各臓器中に,7週 後 には腎のみに

少数の菌がみ られたが,0.1mg接 種 では3,5,7週

後 ただ肝お よび腎にのみ少 数の菌 を証 明 したにすぎなか

つた。
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8(2)号 株 は前篇1)に お いて述べ たよ うに10mg腹

腔 内接種 を行 な うと,マ ウスのすべ てを早期す なわ ち2

～7日 以内に斃死せ しめ るため このよ うに大量接種で は

経過 を追 つて観察す ることがで きなかつ た。 それゆ え便

宜上少量接種 によつ て検討 したので ある。今回の実験に

おいては静脈 内接種で腎 にお いて は膿瘍 を形成 し,他 の

臓器 に比 し菌数 の増加が み られ た。 いず れの臓器 にお い

て も結節 の形成 はなか つた。 また1mgお よび0.1mg

の腹腔 内接種で も結節 の形成 はみ られなか つたが,た だ

肝お よび腎に膿瘍形成 をみ た。菌数の増加 はいず れの臓

器 にお いて もみ られなかつ た。

〔実験 その2〕230号 株 の病原性,毒 力

A.　静脈 内接種(0.1mg)

0.1mg/0.2ml生 理食塩水 菌液 を作 り,30匹 の尾

静脈 内に接種 した。 接種翌 日および1,2,3,5,7週

後に それぞれ4匹 宛 を屠殺 し,ま た途中斃死 した もの

はその都度肺,肝,脾,腎 の肉眼的変化 と同時にそれ ら

お よび心血の塗抹標本につ いて菌所見 を検討 した。 また

定量培養に よつて臓器 内の菌数の消長 を追求 した。1週

後 か ら7週 後 までに剖検 したすべ ての 腎 の一側 または

両側 に2～6コ 宛の粟 粒大 内外 の灰 黄色膿瘍が あつた。

他 の臓器 にはと くに膿瘍 もまた結節 もみ ることはで きな

かつた。10日 ない し2週 後 か ら30匹 中 の9匹 が顕

著 な平衡失調 を起 こ し,あ るもの は右側 に傾 き右へ 回転

しなが ら遙 い,ま た他 の ものは左側 に傾 き左 に回転 しな

が ら逡 つた。 腎の塗抹染色 漂本中 には1～7週 後 まです

べ て相 当数 の菌 を,こ とに2お よび3週 後 には菌数 の

増加をみた。 肺では1お よび2週 後 に,肝 では1～5

週後 に,ま た脾では2～7週 後 にそれぞれ少 数の菌 を証

明 した。 また平 衡失 調をみたマ ウスの脳の塗抹標 本中に

もそれぞれ少数の菌 を証明 した。定量培養に よる臓器中

の菌 数の消長についてまず心血中には相 当多数の菌 を証

明 したが1週 後には消失 した。 肺,肝,脾 においては

表2 230号 株0.1mgマ ウ スi.v.

表2に 示す よ うに1,2,3週 と経過す るに従 い漸次減

少 したが,腎 のみは1週 目に増加 し以後7週 まで大 体

同 じ程度 の多数 の菌 を認 めた。 この所 見は塗抹 染色標本

の菌所見 と大体 一致 した。途中 ことに3～10日 の間 に5

匹が斃死 したが,こ れ らのすべ ての肺 は強度 に充血 し,

肺 および腎には 数 コの 粟粒 大膿瘍が あつた。 また 肺,

肝,腎 の塗抹染色標本中 にはそれぞれ相 当数 の菌 を証 明

した。 これ らの菌の大 多数 は細胞外 に少数 は細胞 内にみ

られ た。

B.　腹腔 内接種(0.1mg)

0.1mg/0.5ml生 理食塩 水菌液 を作 り,20匹 の腹 腔

内に接種 した。1,3,5,7お よび10週 後 にそれぞれ

3匹 宛 を屠殺 し,ま た途中斃死 した もの はその都度肺,

肝,脾,腎 の肉眼的変化 と同時 にそれ らの塗抹標本 につ

いて菌所見 を検 討 した。 また定量培養 によつ て臓器 内の

菌数 の消長 を追求 した。肝 には2週 後 に,脾 には,2～5

週後 にそれぞれ数 コの灰黄色粟粒大膿瘍が あつた。 また

それ らの塗抹染色漂 本申 にはおのおの少数 の菌 を証明 し

た。 定量培養 では各臓器 は一様 に1,2,3週 と経過す

るにつれて急速な菌 数の滅少 をみた。途中8お よび12

日後 に各1匹 宛斃死 したマウスは,そ れぞれ肺が強度

に充血 し肺,肝,脾 に数 コの粟粒 大膿瘍が あ り,塗 抹 染

色標本中に は相当数 の菌 を証明 した。

230号 株 は 前篇1)に 述 べたよ うに その10mg腹 腔

内接種 および1mg静 脈 内接種 では マウス のすべ てを

早期すなわ ち1週 間 以内に斃死せ しめ,そ れ らの肺 は

強度 に充血 しある ものは各臓器に多数 の 小 膿 瘍 を形成

し,各 臓器 の塗抹標本中 には多数 の菌 を,ま たご く初期

には心血中 に も多数 の菌 を証明 した。 このよ うな量 では

経過 を追 つて観察 で きないために今 回はさ らに より少 量

接種 に よつて検討 した。静脈 内接種 では腎に膿瘍 を形成

し他 の臓器 に比 し菌数 の増加傾 向が み られた。 また接種

マウスの30%に 平衡失 調を証 明 した。 同一菌量 の腹腔

内接種 では一時期 に肝 お よび脾に膿瘍 の形成が み られた

が菌数 の増 加傾 向はなか つた。 また静脈 内お よび腹 腔内

接種 マウスのすべ てに結 節形成 はみ られなか つた。

総 括な らびに考案

非病原性 ミコバ クテ リウム(以 下 「ミ」 と略す)あ る

いは雑菌性 「ミ」 といわれた ものの中に,実 験動物 こと

に家兎,海 瞑,ラ ッテ等 に対 してあ る程度 の病変 を生ぜ

しめる ものが あるとい うことはすでに古 くか ら知 られて

いるが マウスについては まだ詳細 に検 討 されていない よ

うで ある。すでに第1篇1)に おいて記載 したが 自然界

か ら分離 した雑菌性 「ミ」の中に もマ ウスを早期 に斃 死

せ しめ,臓 器 にな ん らかの病変 を生ぜ しめる菌株が必ず

しも少な くな いことを知つ た。本篇ではすでに第1篇1)

にお いてマウスに比較的病原性,毒 力の あることを知つ
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たIII群 中の1株 すなわ ち8(2)号 株 お よび さ らに病

原 性,毒 力の強 いIV群 中の1株 すなわ ち230号 株の

2株 を選 んで洪試 し,マ ウスに対す る病原性,毒 力 を詳

し く検 討 した。 その結果8(2)13株1mg静 脈内 接種

ではすべ て3週 以後 には腎に膿瘍を形成 し,塗 抹染色

標 本お よび定量 培養 で菌の増殖傾向がみ られた。また1

mgを 腹 腔内に接種 した場合には,そ の うち早期に斃死

した ものでは肺に著 明な充 血が あり肝,牌,腎 に膿瘍 を

形成 し,そ れぞれの臓器に相当数の菌が撒布 されてい る

の をみ た。 生残 し日数が経過す るにつれて各臓器の肉眼

的病変は しか しなが ら漸次軽快 し,か つ 菌数 も減少 し

た。 さ らに0.1mgを 腹腔 内に 接種 した場合には 早期

に斃 死せ しめるとい うことはな く,肉 眼的 に は一時期に

わずかに変化を認 めたのみで各臓器中の菌 も少数にす ざ

なかつた。230号 株 も また0.1mgの 静脈 内接種です

でに1週 後か ら腎に膿瘍 を形成 し,ま た腎組織内で菌

の増殖傾向がみ られ,さ らに接種動物の30%に 著明な

平 衡失調 をみた。 次に0.1mgの 腹腔内接種で 早期に

斃死 した ものは肺が強度に充 血 し肺,肝,腎 に膿瘍 を形

成 し,そ れぞれの臓器に相当数の菌が撒布 されてい るこ

とを知つ た。生残 し肝お よび脾に膿瘍 を形成 した もの も

日数が経過す るにつれ病変は軽快 し,ま た各臓器中の菌

数 も減少 した。 またこれ ら2菌 株においては早期には

心血中に もかな りの菌 を認 め,ま たこ組織内で も細 胞の 内

外に多数の菌が撒布 され たの をみ た。生残 しやや経過 を

経 た動物 にお いては就中 腎にお ける膿瘍形成 な らび に菌

の増殖がみ られた。

すなわ ち雑菌性 「ミ」の病原性,毒 力 に関 しては前篇

においてその概略 を知 り,病 原性,毒 力の ある ものが珍

し くない とい うことを明 らかに したが,上 記実験におい

てはそれ らの菌 株中か ら2株 を選 びそのマ ウス病原性,

毒 力の詳細 について検討 し第1篇1)の 成績 を補 うこと

がで きた。 これ らの菌 株の感染に さい しては大量 を投与

した場合には前 篇において知 りえた よ うに臓器 の充 血が

著 明であつて,小 膿瘍 の形成 がみ られ臓器 中に多 数証明

で きる菌 は少数が細胞 内に,大 多数 は細胞 外に存 在 し同

時に初期 には心血 中か らも相 当数の菌を証 明す ることが

で き,動 物 は1週 間内外 で死 亡 した。 より少量 接種 の

場 合は今 回の実験で知 りえたよ うに動物の やや少数が死

亡 し,臓 器 とくに腎におけ る小膿瘍 の形成 と菌の増加が

み られた。す なわ ちこれ らの菌 によ る病変 は肉眼 的には

結 核菌に よるそれ と異 な ることは一見 して 明 らか で あ

る。 なお8(2),230号 株 の加熱死菌10mgを 腹腔 内

に接種 した前篇 の実験結 果ではいずれ もマウス臓器 に相

当程度 の病変 を生ぜ しめてい るが,こ れ ら両 菌株 は今回

の実 験において臓器 ことに腎において増殖 してい る点か

らみて,そ の病 原性 を ことごと く菌体 内物質 の毒 作用 に

帰 せ しめることはで きないであろ う。 これ ら雑菌性「ミ」

をマウスに与 えた場合,臓 器 内において増殖 し,一 定の

臓器病変 を起 こし大量接種では動物 を比較的短時 日に死

亡せ しめるので あるか ら,こ の種 の動物 に対 して 病 原

性,毒 力 を有す る もの と判断 して誤 りはない と考 える。

従来か らこの種の菌 を非病原性 「ミ」 とい う名称 の もと

に包括す る 「な らわ し」が あるが,こ の よ うな名称 が穏

当でない ことは上記観察の結果か ら自明で ある。

飜つて いわゆ るAtypical acid-fast bacteria(以 下

A.A.B.と 略す)に 関す る多数の文献(第1篇 文献

参照)を み るに,マ ウス病原性,毒 力が特徴の1つ と

して重要視 されてい る。 しか るに この マウス病原性 とい

う性質は独 りいわゆ るA.A.Bに 限 らないので あつて

上記雑菌性 「ミ」に も共通 した性質で ある。なおいわゆ

るA.A.B.の マウス病原性 に関す る下記の ごと き研

究 は と くに この見地 か ら興味があ る。 すなわ ちWollns-

ky2)はPhotochromogenicの2株 が マウスの 両 腎に

膿瘍 を形成す ることを観察 し,さ らにYoumans3)も ま

たPhotochromogenicの あ る菌株 が静 脈内接種 の場 合

に肺 よりも腎に親和性 の あることを指摘 した。 さ ら に

Lominski4)も また腎に膿瘍 の形成 を観察 した。 す なわ

ちこれ ら先進研究者 の得た所 見は上 記において著者が 雑

菌性 「ミ」 について観察 した もの と近似 であ ることが分

か る。 この点か らだけみて もいわゆ るA.A.B.を 雑

菌性 「ミ」 とは全 く異 なつた1つ の新 しい菌群 であ る

とす ることは妥当ではない ように考 え られ る。 因 み に

Weils5), Kushner6)がM. fortuitumは マウスに病原

性が強 く静脈 内接種で 腎に膿瘍 を生 じ,ま たWellsは

平衡失調 を起 こしたマウス もあつたと報告 したが,上 記

において著者が供試 した2株 は彼 らの い うよ うなM.

 fortuitumの 性状 を具備す るものでは なかつ た。

結 論

雑菌性 「ミ」29株 中か ら比較的 マウス病原性,毒 力

の強い2株 を選び病原性,毒 力 を詳細に検 討 した。1)

大量投与では臓器の充 血が著明で,小 膿瘍の形成がみ ら

れ臓器申に多数証明で きる菌は少数が細 胞 内に大多数は

細胞外に存 在 し,同 時に初期には心血中か らも相当数の

菌 を証明す ることがで き,動 物は1週 間 内外で死亡 し

た。 よ り少量接種の場合臓器 と くに腎におけ る小膿瘍 の

形成 と菌の増加が顕著で あ り,少 数の動物が死亡 した。

2)　 雑菌性 「ミ」中には マウス病原性 を もつ菌株 が少な

くない。 しか もその臓器変化はいわゆ るA.A.B.の

それに関す る記載に酷似す る ものが ある。3)雑 菌性

「ミ」の上記の ごとき病原性中で菌体 の毒 性が あ る部分

の役 割を演 じてい ることは疑 いないが,上 記感 染実験 に

おいては あらか じめ臓器 内におけ る菌の増殖が確か め ら

れたのであ るか ら,上 記観察 の結 果は必 ず しも毒性 のみ

に由来 す るもの とは考 え られない。
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稿を終わ るにのぞみ,終 始御 懇切 な る御 指導 な らびに

御校 閲を賜 わつた 植 田 三 郎教授 に深甚 の謝意 を表 しま

す。 なお終始御助言,御 鞭撻 を賜 わつた平 川公行教授,

上坂一郎助教授 に深謝 いた します。
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